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        ～社会福祉協議会の 

             使命と今後の課題～ 
 

社会福祉法人 韮崎市社会福祉協議会 
会 長  小  林   修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

常日頃より、信和会様をはじめ地域の皆様には、社会福

祉協議会の運営に対しまして、多大なご尽力を賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、急速に進む少子高齢化や核家族化、ライフスタイ

ルの多様化に伴い、地域社会の様相は大きく変容し、さら

に経済情勢や雇用環境の厳しさも相まって、孤独死やひき

こもりなどの社会的孤立の問題、経済的困窮や低所得の問

題、虐待や悪質商法など権利擁護の問題等々、地域におけ

る生活課題は山積し、深刻化しております。 

私ども、社会福祉協議会の使命は「誰もが安心して暮ら

すことのできる福祉のまちづくり」でありますので、こう

した地域福祉の課題を受け止め、その解決に向けた取り組

みを図ることが強く求められております。 

これまで、地域の様々な課題に対し、地域住民の皆様、民

生委員・児童委員、社会福祉関係者やボランティアの方々

等のご協力を得て、各種事業や諸活動を展開するとともに、

行政とのパートナーシップを構築して地域福祉の推進を図

ってまいりました。 

このような中で、現在、国では社会保障制度の改革に着

手しており、その中でも介護保険制度の改正は、個別の介

護サービス事業への影響だけでなく、今後の地域福祉その

ものに大きな影響をもたらすものであり、地域全体での対

応が不可欠であります。 

特に、介護予防給付の一部の地域支援事業への移行とこ

れに伴う介護予防・日常生活支援総合事業の再編は、住民 

主体の多様なサービスを充実させることや、サービスの利

用促進を図り、地域の支え合いづくりを推進することを基

本的な考え方としているため、利用者をはじめ、関係各位

のニーズを的確に把握し、公的な制度に基づく支援だけで

はなく、助け合いの理念に基づく地域の方々の活動をとお

して、社会関係の維持と回復を図る取り組みが必要である

と言われております。 

このため、今後は行政との連携をさらに強化し、新たな

地域支援事業における住民の皆様の主体的な助け合い活

動の意義やその取り組みについての情報提供や研修会の

場を設け、方向性を共有するとともに、既存のネットワー

クやこれまでの実践をもとにした地域の皆様との協働に

よるシステムの充実を図りながら、新たな相談・支援体制

づくりや生活困窮者への支援の展開、総合的な権利擁護体

制の構築といった取り組みにもつなげていきたいと考え

ております。 

社会保障制度の大きな変革期を迎え、地域福祉は、今後

ますます複雑多岐にわたることが予測されますが、地域の

皆様をはじめ、関係各位のお力添えをいただきながら、「い

つまでも暮らしていたい」と思う地域づくりを目指してま

いりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 
 
 
 

      理事会・評議委員会報告     
 
  開 催 日 ： 平成２６年８月２日（土） 
 
  開催場所 ： 穴山の杜 集会室 
 
  審議次項 ： 第１号議案 社会福祉法人の情報公開について 
  第２号議案 助成金申請について 
  第３号議案  就業規則変更について 
  第４号議案  その他 
 
   平成２６年度になり第２回目の理事・評議員会が開催されました。 
  平成２５年度より社会福祉法人に対する機関発行紙及びホームページ上において活動に対する現況報告並びに財務 
  状況について情報を公開することが義務づけられました。法人では既に財務状況については公開しておりましたが 
  この度、法人概要並びに諸活動についても詳細に公開することと致しました。 
   また、利用者に対するサービスをより良いものにするため職員の勤務時間について一部修正を加えると共に働き 

やすい環境となるよう就業規則の一部変更を提案し承認を頂きました。 
 
 
 
      今年度も皆様のご協力のもと第２９回地域ふれあい夏祭りを開催いたしました。 
     地域・関係業者の皆様のご理解とご協力、誠にありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

        穴山の里 太鼓         里 ほのぼの合唱団      わ～く サンバ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

      杜 フォーチュンクッキー                    観客の皆さんも楽しんでいます 

 

 

 

 

 

 

  

      ハイビスカス フラダンス    八ヶ岳ひびきの会ミニコンサート  山梨学院大学 空手演舞 
 
 

本部だより 
社会福祉法人 信和会 法人本部 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail: honbu@sip-shinwakai.jp 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木工クラブは、穴山の里ふれあいハウス内の作業場で毎月第 
                           ２火曜日に活動しています。材料は、施設内に自生している竹 
                           などを使って作品を制作しています。過去には、ワインセラー 
                           を作ったこともありますが今年度は、生活の中で普段使う物を 
                     作ることに決め皆で相談しペーパーナイフと竹とんぼを制作しています。 
                      特にペーパーナイフは、事務職員に試作品を実際に使って貰った感想を参 

考にして改良を加えた力作で、完成品をフリーマーケットに出品したところ一人で３本も購入 
して行く人がいたほどです。現在は、１１月にある穴山の里文化祭に向けた作品を制作してい 
ますので楽しみにしていて下さい。 

 

障害者支援施設 穴山の里 
〒407－0263 韮崎市穴山町 5164 
℡0551-25-5900 
E-mail：sato@sip-shinwakai.jp 

横山 由里 
 7 月 17 日～18 日の二日間青梅市の友愛学園で体験研修をさせていただくことが出来ました。友愛学園では美術製

作を専門とする職員や音楽療法士の資格を持つ職員がいました。又ほとんどの職員が介護福祉士の資格を有しており

大変きめこまかい支援・活動が行われておりました。 

 今回は主に「音楽療法士による活動」を見学させていただくことが出来ました。3 名の利用者に対し 3 名プラスα

の職員が配置され、利用者個々に合わせた支援を1対1にし、中心となる職員は常に変わらず毎回のプログラムを確

認し継続した支援を積み重ねていました。「スヌーズレン室」も設置されており、温度調節された快適な空間でアロマ

を焚き、ゆるやかな光の中ゆったりと過ごす活動もしていました。 

 日中活動は、個々の支援計画に基づいた支援が出来るよう様々なプログラムがあり、職員スキルの専門性が高く、

制作活動など大変充実した環境が整っていることに驚きました。 
 食事・入浴など生活面での支援も利用者個々の特性や拘りに考慮し、急がすことなく一人一人の時間を大切にして

いるように感じられました。すべての利用者に対しそれぞれの特性を認め、長く支援していくことで利用者を理解し

次につなげていこうとする職員ひとりひとりの意志が感じられ大変感動しました。 
 今回の体験研修で学んだ事を、職員間で共有する事で、職員の意識向上からスキルアップにつなげ、穴山の里でも

今まで以上に質の高い個別対応を提供して行きたいと思います。 

７月９日にふれあい班では清里へさくらんぼ狩に出かけまし

た。時期はずれと思われますが、何を隠そう、標高１０００メー

トルを超えてさくらんぼ狩が出来るのは清里だけで、７月初旬

はさくらんぼの全盛期でした。清里は、日本で一番最後までさく

らんぼが楽しめるそうです。 
木になっている真っ赤な実を見て「かわいいね」「大きいね」「美

味しそう」「食べていいの？」と会話をしていましたが、いざ食

べ始めたらみんな無言で次の実、次の実と手を伸ばし甘酸っぱ

いさくらんぼをいっぱい食べました。 
お土産のさくらんぼも頂き、給食の 
デザートに出して、利用者皆で初夏 
の味覚を味わいました。 



 

 

 

 

 

 

        今年も五穀豊穣と健やかな成長を願い 
    穴山町子供神輿が町内を練り歩きました。 
    もも、ジャガイモ、レタス・・ 
    施設でもたくさんの農作物が収穫できました。 
                                      地球温暖化や資源のリサイクル・リユースを考え、昨年に引き続き 

                          様々な取り組みをしています。今年は牛乳パックと施設にある布類を 

                          再利用し手作りの小物入れを製作しました。 

今年は敬老の日のお祝いとして、 
                           穴山の杜の入居者さんと地域のなご 
                          みデイサービスの利用者さんにプレゼ 

ントさせて頂きました 

       ひとつひとつ大切に育てた桃 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     ４月よりサービス管理責任者をさせて頂くことになりました平賀です。 
                    今まで支援員として学んできたものを活かし、また、利用者の皆さんとの関わりを 
                    一番に考えたサービス提供を目指して行きたいと考えております。 
                     わ～く穴山の里が、関わる全ての人に居心地の良い環境となるように、施設長を 
                    始め職員の皆さんと協力して参りますのでよろしくお願いいたします。更に今年度 
                    は峡北地域における自立支援協議会において、韮崎市内の日中活動を行っている事 
                    業所のとりまとめをさせていただいております。 
   サービス管理責任者 平賀 薫   地域の皆様に、身近な存在となるように取り組んでまいりたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     新たにブライダル関連の     夏祭りの発表「風になりたい」    ともだちの会で明野 
     商品に取り組んでいます。    大好評でした。           のひまわりを見に行きました。 

 

 

多機能型事業所  わ～く穴山の里 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866 
E-mail：work@sip-shinwakai.jp 

   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別養護老人ホーム穴山の杜 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail：mori@sip-shinwakai.jp 

特別養護老人ホーム穴山の杜 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail：mori@sip-shinwakai.jp 

「だめよ～だめだめ」でﾌﾞﾚｲｸ中の

日本エレキテル連合の方々が来て

くれました…?! 

9 月 19 日に“敬老会”が催され、

各部署の職員より出し物をご利用

者に披露しました。 

施設長も“サザ

エさん”の波平

さんになりき

り、軽やかにﾀﾞﾝ

ｽされました！ 

炭坑節・甲州弁氷雨・喜劇・ｶｯﾌﾟｽ・ｻｻﾞｴさん体操・ｸｲｽﾞ

など多種の出し物があり、限られた時間の中で練習や準

備を行いましたが、完成度は高く、ご利用者からも笑顔

が見られ、喜んでいただけたようでした！ 

9月24日“運動会”が開催されました。玉入れ・ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ﾎﾞｰﾙ送

り・ﾊﾟﾝ食い競争の項目で、ﾕﾆｯﾄ毎で競っていただきました。 

みなさん夢中にな

ってﾎﾞｰﾙを投げ入

れたり、ﾋﾟﾝが倒れ

ると笑って喜ばれ

ていました。 

ご利用者に充実した生活をしていた

だく為の、行事等を企画しているﾚｸ活動

推進委員会主催にて、９月にはご利用者

に感謝の気持ちを伝える為に敬老会・運

動会を計画し、実施いたしました。 

夏祭りで踊った“恋するﾌｫｰﾁｭﾝｸｯｷｰ”。

暗くて見えなかったとのご意見あり、

再披露しました。 



       
 
 
 
 
 

   
  

 
 

  
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第8回“言の葉研究会”。 

普段の生活で感じている事を表現した首や幼い頃の思

い出の首、即席で書いた首など、ご利用者の個性が出て

いる作品となっております。また、ご利用者のご指導も

あり、参加している職員も少しずつ上達しているように

思えます。 ご利用者の作品を、ご紹介します！ 

決着がつかないこともあり、じゃんけんで決めてもらうことに！ 
じゃんけんの前に、ご利用者同士で握手をする場面も見られました！

ﾊﾟﾝ食い競争では、あんぱんとｸﾘｰﾑﾊﾟﾝを目が

けて向かいます。本日のおやつなので、取り

忘れがないように！当日焼いてもらったﾊﾟﾝ

なので、柔らかく美味しそうであり、すぐに

食べ出そうとされるご利用者も多く見られま

した。 

優勝はもちろん、ﾊ

ｯｽﾙ賞やﾐﾗｸﾙ賞な

どもあり、頑張っ

て下さった全ﾕﾆｯﾄ

へ表彰状が授与さ

れました。 

他ﾕﾆｯﾄの利用者や職員とのふれあいもあり、普段見られ

ない表情や行動などが見られ、ご利用者も職員も楽しむ

ことが出来たように思います！ 



香田茂臣・藤田 元・雨宮 賜・山﨑久雄 

岩下幸夫・細田設備・㈱セレオ・㈱コーエー 

山梨中央銀行須玉支店・㈲AT保険事務所 

石橋電気保安管理事務所・富士産業㈱ 

☆教育実習（敬称略） 

◎優和福祉専門学校 

青木智廣・片山美和・塩田貴美子・林 志穂・ 

深山直樹・伊藤 敬・石川八千代 

◎山梨学院短期大学 

岡田美優・加々美綾佳 

◎山梨学院短期大学食物栄養科 

小田切菜摘 

◎聖徳大学 

黒川歩唯・片倉千尋・土屋来夢・中司早希・ 

利根川美帆・玉井里呼 

◎鶴川女子短期大学 

岩瀬美香・三輪愛 

◎日建学園 

圷 睦子 

◎北杜高校 

 小林水萌・竹村幸奈・濱田こはる 

 

☆体験実習（敬称略） 

◎韮崎東中学校 

 古屋鈴子・平賀みく・深沢はるか 

 

☆施設見学（敬称略） 

◎長野県知的障害者福祉協会佐久支部  １５名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
                                     ＪＲ穴山駅にて 
                    募金活動を行いました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成26年6月16日から平成26年9月15日） 

～ご寄付を頂きました～（敬称略） 

ありがとうございました。感謝いたします。 

～ご協力を頂きました～（敬称略） 

☆ボランティア 

千野公洋（太鼓）・阿部光雄（歌謡）・島津泰子・

長坂泰子・小林秀子・細窪房美（歌謡協力）・ 

田中康子（絵画指導）・伊藤りお 

 

（平成26年6月16日から平成26年9月15日）

感 謝 録 訪 問 録 

編集後記

今年も多くの皆様に善意の募金をお預かりいたしました。 


